
大河津分水イベントレポート 2025

信濃川などの「川」をテーマに、学習成果や川の未来について小学生が発表
する「信濃川サミット2025」を開催しました！

信濃川サミット2025

期⽇︓令和7年11月21⽇(木)14:00〜15:30
会場︓燕市文化会館 大ホール
発表︓三条市⽴嵐南小学校、 ⻑岡市⽴⼤河津小学校

加茂市⽴須田小学校、⾒附市⽴葛巻小学校、
燕市⽴島上小学校（発表順）

参加︓110名
主催︓信濃川下流域連絡会

（新潟県、新潟市、長岡市、三条市、加茂市、
見附市、燕市、五泉市、弥彦村、田上町、
国⼟交通省信濃川河川事務所、
国⼟交通省信濃川下流河川事務所）

協賛︓（一社）北陸地域づくり協会
NPO法人信濃川大河津資料館友の会

大河津分水の歴史に触れ、現在行われている令和の大改修の工事内容などを学ぶ中で、大河津分水が安全を
守り未来を豊かにするものだと感じ、大河津分水を未来に伝えていくために、どんなものがあったら更に良く
なるかを考えてくれました。

●長岡市立大河津小学校「出発！大河津分水タイムトラベル～時をこえて未来へつなぐメッセージ～」

五十嵐川で発生した水害について学習し、それに対してどのような治水対策がとられてきたかを学んだ皆さ
ん。さらに、生き物観察や水質チェックを通して、身近な五十嵐川を体感し、五十嵐川と共に生きていくため
に大切なことがあると伝えてくれました。

●三条市立嵐南小学校「五十嵐川と共に生きる」



校区内にある横田切れ公園を訪ねるなどして、大水害「横田切れ」について詳しく調べた皆さん。横
田切れについて多くの人に関心をもってもらいたい、知ってほしいという気持ちから、横田切れ公園に
多くの人が訪れ、水害の怖さや信濃川の大切さを学ぶためのアイデアをたくさん発表してくれました。

自分たちが住んでいる須田地域が信濃川とどのような関わりがあるかを調べる中で、信濃川の水害で
苦しんだこと、信濃川の水で豊かな田園があることに気づいた皆さん。信濃川が大切な川であることに
気づき、生き物を守ったり、信濃川のごみを減らしたり、自分達にできることを考えてくれました。

刈谷田川の水害で被災した方の苦労や気持ちをお聞きし、水害から自分達の命を守ることの大切さに気
付いた皆さん。防災スクールを開催し、実際の避難生活を体験したことを発表してくれました。一方で、
浄水場やダムの見学、生き物観察を通じて、今の刈谷田川の大切さも紹介してくれました。

●加茂市立須田小学校「須田を豊かに～信濃川とともに～」

●見附市立葛巻小学校「命を守る刈谷田川チャレンジ」

●燕市立島上小学校「☆横田切れ大作戦☆」

信濃川サミット2025



信濃川サミット2025

ロビーでは各校の学習成果を展示。新聞や写
真などで学習の様子を紹介しました。

発表後には交流タイムを設け、聴講した子ど
も達から発表した子ども達に向けて、気づいた
ことや良かったことを発表していただきました。

保護者の皆さんをはじめ、自治体の職員や防
災の関係者など多くの方々が会場にお越しくだ
さいました。

●交流タイム

●会場の様子

●学習成果の展示

●感謝状贈呈

●ライブ配信の様子

●参加記念品

交流タイムを終えた子ども達には、各自治体
職員より、感謝状と記念品を贈呈しました。

当日はライブ配信（関係者に限り）も実施し、
会場に来られなかった児童や保護者の方にもご
覧いただけるようにしました。

クリアファイルやノートなどの記念品。学校で
ライブ配信を聴講してくれた子ども達も含めて、
贈呈しました。



●記念撮影

信濃川サミット2025

●各学校への児童からのメッセージ
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